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｢チャレアソ通信｣は、チャレンジド・アソウが発行する活動通信です。訓練の様子や障がい者をとりまく社会の動き、スタッフの声など、さまざまな視点からの情報を隔月１度お届けします。

チャレンジド・アソウ大阪事業所では職業準備性の
整ってきた訓練生の方々に、事業所内実習・職場
実習を体験していただきます。

職業準備性とは？

グループ会社・所内実習

社外の企業実習

＜職業生活を始めるために必要な個人側の条件＞
①職務遂行に必要な技能
②職業生活を維持するために必要
　な適性態度や基本的労働習慣
③職業生活を支える日常生活・
　社会生活面の能力 

『職業準備性』の整ってきた訓練生の方々には、グ
ループ会社のアソウ・ヒューマニーセンターや所内
実習にて実際に働くことで、トレーニングでのスキル
確認や就労への課題抽出をしていただきます。
就労への自信をつけること、さらなるステップアップ
へのきっかけとして有効に活用いただきます。

グループ会社での実習や所内実習を経て、企業実習
に挑みます。雇用前提のものもあればスキルアップ
のための実習もあります。実際の職場でトレーニン
グで身に付けたビジネスマナーを実践することで、
次へのステップに繋げることが目的です。

実 習
特 集

企業実習（グループ会社）

新聞社 クリーニング業

製薬会社（特例子会社） 自転車整備・販売

封入作業（所内実習） スタッフからの指示を聞く（所内実習）

↑職業準備性ピラミッド
※平成２８年版  
        就業支援ハンドブックより引用 
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      ①パス競争

コミュニケーション力を高めて
チームワークの楽しさを実感

すること！

この研修の目的は！

気づく→工夫する→ふり返りを通して
　　　次にもっと上手になる方法を見つけましょう!

アイシェード   装着！

③お
食事
タイム

②ゴールボール

完全
防御態勢！？パス!？

暗ラーニング研修  
【体験報告】

いざ
スタート！

相談中・・・

パスが何回続くか…
チーム戦なのでチカラが
入ります！作戦を立てて
目標達成に向け改善を重ねます !

　 　　　　    　　　クラッカー、桃のジャムと
                       チョコペースト、お茶とジュース
　  　　       を食し、何を食べたかを当てます。
　　飲食物のブランドを当てるどころか食べていない人もいたり、
　本来付属のスプーンでクラッカーに付ける所をそのまま食べたり。
「必要な事を正確に伝える」って難しい!を実感する学びの多い時間でした!

　　パラリンピック種目
　でもあるゴールボール
の簡易版に挑戦しました！

目的を踏まえ１人１人が意見を出し合い
チームで計画を立てることを学びました。
これからも進んで実践していきます。・
人の話しを集中して聞くことの

大切さが分かった！・自分から話さないといけないので
正確に伝わる言葉を意識した !

・「伝わったか」の条件に
「見えている、見えていない」は関係ない。

伝えないといけないことは
手段を選ばず「伝えるべき」。

アイシェード着用したまま食べたものを記載 !
これを基に採点がされます。

ボールをキャッチしたらチームメイトへのパスが必須

(株 )アソウ・ヒューマニーセンター
教育事業部   
大隈講師

いくよ～

はい！

は～い！

は～い！

体験者の声

守

備範囲は広いですが、すぐには動
けませ

ん・
・・


